
ユ
ダ
ヤ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
に
思
う
⑨ 

二
十
世
紀
最
大
の
発
見
、
死
海
文
書 

長
谷
川 

修 
 

 

ベ
ド
ウ
ィ
ン
の
羊
飼
い
が
、
洞
窟
に
逃
げ
込
ん
だ
山
羊
を
追
い
偶
然
見
つ
け
た
古
い
甕
の
中
に
は
、

厳
重
に
封
を
し
た
巻
物
が
あ
っ
た
。
時
は
一
九
四
七
年
、
場
所
は
死
海
の
西
側
、
発
見
さ
れ
た
の
は

二
千
年
前
の
ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書
（
旧
約
聖
書
）
で
、
こ
れ
ま
で
最
古
と
さ
れ
て
い
た
一
一
世
紀
初
め

の
「
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
写
本
」
を
略
千
年
遡
る
。 

 

そ
の
後
、
中
東
戦
争
の
休
戦
期
で
あ
る
一
九
五
一
年
か
ら
五
六
年
に
か
け
て
近
辺
の
洞
窟
で
精
力

的
に
発
掘
が
行
わ
れ
、
一
一
個
の
洞
窟
か
ら
大
量
の
貴
重
な
文
書
類
が
出
現
し
た
。
そ
の
後
の
調
査

を
踏
ま
え
概
要
を
記
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。 

一
、
文
書
数
：
写
本
が
八
百
か
ら
九
百
冊
と
断
片
が
十
数
万
枚 

二
、
成
立
年
：
Ｂ
Ｃ
二
五
〇
年
か
ら
Ａ
Ｄ
七
〇
年 

三
、
内
容
別
：
旧
約
聖
書
「
正
典
」
が
全
体
の
四
割
、
旧
約
聖
書
「
外
典
」
と
「
偽
典
」
が
三
割
、 

そ
の
他
ク
ム
ラ
ン
共
同
体
の
規
則
や
儀
式
等
が
三
割 

四
、
言
語
別
：
ヘ
ブ
ラ
イ
語
が
八
割
、
ア
ラ
ム
語
が
二
割
弱 

五
、
材
料
別
：
羊
皮
紙
が
大
部
分 

文
書
は
単
に
千
年
古
い
だ
け
で
な
く
、
歴
史
的
意
義
と
し
て
は
、「
ラ
ビ
・
ユ
ダ
ヤ
教
成
立
（
Ａ
Ｄ

一
世
紀
末
）
以
前
の
ユ
ダ
ヤ
教
の
実
像
を
明
か
す
文
書
」
で
あ
り
、
生
前
の
イ
エ
ス
が
使
っ
た
か
も

知
れ
な
い
文
書
で
「
初
期
キ
リ
ス
ト
教
の
成
立
を
知
る
た
め
の
間
接
的
文
書
」
で
も
あ
る
。 

 

世
界
の
考
古
学
者
チ
ー
ム
に
よ
る
解
読
作
業
は
難
航
し
た
。
一
九
九
〇
年
ま
で
の
三
十
年
間
、
文

書
の
開
示
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
バ
チ
カ
ン
に
不
都
合
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
と
か
、

海
賊
版
の
出
版
、
翻
字
の
著
作
権
を
巡
っ
て
の
訴
訟
等
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
ま
み
れ
た
。 

し
か
し
九
〇
年
に
リ
ー
ダ
ー
が
交
替
し
公
刊
は
進
み
だ
し
、
公
式
校
訂
版
（
ヘ
ブ
ラ
イ
語
、
対
訳

英
語
）
は
九
三
年
か
ら
逐
次
出
版
さ
れ
二
〇
〇
九
年
に
完
成
し
た
。
ま
た
一
〇
年
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
公
開
が
始
ま
り
、
誰
も
が
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
お
日
本
語
訳
の
出
版
は
現

在
進
行
中
だ
。 

 

今
後
は
、「
死
海
文
書
と
主
流
ユ
ダ
ヤ
教
と
の
関
連
」
や
「
ユ
ダ
ヤ
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
連
続
性
と

断
続
性
」
等
に
つ
い
て
学
術
的
論
議
が
行
わ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。「
世
紀
の
大
発
見
」
に
基
づ
く
宗
教

史
の
見
直
し
に
立
ち
会
え
る
こ
と
に
、
か
す
か
な
興
奮
を
覚
え
る
。 


